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11
月
の
は
じ
め

勤
務
終
了
後
、
久
し

ぶ
り
に
エ
ル
ダ
ー
出

向
組
合
員
を
交
え
て

の
飲
食
を
共
に
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
こ
の

時
期
に
「
Ｏ
Ｂ
交
流

会
」
を
開
催
し
、
少

し
早
い
忘
年
会
を
兼
ね
て
交
流
の

場
を
つ
く
っ
て
い
た
。「
Ｏ
Ｂ
交

流
会
」
開
催
有
無
を
検
討
し
て
い

た
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
第

７
波
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
こ

ろ
。Ｏ
Ｂ
の
体
調
管
理
も
含
め
て

泣
く
泣
く
中
止
と
し
た
▼
現
在
、

行
動
制
限
な
し
！
全
国
旅
行
支
援

も
始
ま
り
「
３
年
ぶ
り
」
と
い
う

開
催
文
句
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
で
使
わ
れ
て
い
る
。
先

日
、
駅
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
で
の

「
宴
会
」
の
相
談
を
受
け
た
。
調

べ
た
と
こ
と
、
12
月
の
土
・
日
は

忘
年
会
を
含
め
「
３
年
ぶ
り
の
開

催
イ
ベ
ン
ト
」
に
予
約
が
埋
ま
っ

て
い
る
。
何
と
か
最
後
の
一
部
屋

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ほ
っ
と
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
▼
そ
の
一
方
で
、

新
聞
報
道
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば
、忘
年
会
を〝
開
催
し
な
い
〞

と
答
え
た
企
業
が
６
割
を
超
え
た

ら
し
い
。
デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
振

る
っ
た
初
期
の
こ
ろ
は
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え
、

運
動
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
飲

み
会
も
制
限
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

こ
の
３
年
余
り
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
、
的
確
に
判
断
し
て
行
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
意
識
し
つ
つ
３

密
回
避
や
こ
ま
め
な
手
指
消
毒
は

当
然
の
こ
と
、
マ
ス
ク
会
食
な
ど

の
十
分
な
対
策
を
し
な
が
ら
「
ど

う
す
れ
ば
出
来
る
の
か
」
を
考
え

て
い
こ
う
▼
今
回
、
久
し
ぶ
り
に

エ
ル
ダ
ー
出
向
組
合
員
と
語
り
合

い
近
況
を
報
告
す
る
中
で
や
は
り

「
リ
ア
ル
は
良
い
」
と
痛
感
し
た
。

こ
れ
か
ら
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
が
本

格
化
し
て
く
る
が
、
次
世
代
に
つ

な
が
る
若
い
人
た
ち
を
誘
っ
て
交

流
す
る
場
を
つ
く
っ
て
み
る
の
も

良
い
の
で
は
（
孝
）

　　

大　会
特集号

沢
田
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
「
融
合
と

連
携
」
「
柔
軟
な
働
き
方
」
と
称

し
て
、
駅
と
乗
務
員
区
を
一
つ
の

職
場
と
し
た
再
編
を
行
い
、
本

社
・
支
社
・
現
業
機
関
で
業
務
の

集
約
・
効
率
化
が
実
施
さ
れ
、
会

社
発
足
以
来
最
大
の
再
編
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
矢
継
ぎ

早
に
展
開
さ
れ
る
施
策
の
中
で
管

理
者
さ
え
も
混
乱
し
、
社
員
に
説

明
が
で
き
な
い
職
場
状
況
が
聞
こ

え
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
は
、

労
働
者
に
多
く
の
不
安
や
不
満
を

抱
か
せ
て
い
る
。
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
社
員
が
８
割
を
占
め
る

と
い
う
状
況
で
、
不
安
や
不
満
を

声
に
す
る
術
が
な
く
会
社
施
策
に

疑
問
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

「
少
し
で
も
働
き
や
す
い
、
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
」

が
労
働
組
合
の
任
務
で
あ
る
。
安

全
で
安
定
し
た
輸
送
と
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
の
た
め
に
は
、
働
く
者
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働

条
件
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
不
安
や
不
満
に
も
寄
り
、

一
緒
に
悩
み
、
考
え
る
こ
と
を
労

働
組
合
の
任
務
と
す
る
中
で
、
組

織
拡
大
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り
と

し
た
い
。
第
16
回
組
織
強
化
拡
大

対
策
会
議
で
は
、
取
り
組
み
が
大

き
く
制
限
さ
れ
て
い
る
情
勢
下
で
、

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
交
流
を

続
け
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
い
＝

「
国
労
で
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
続
け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
在
り
方
を
議

論
し
て
き
た
国
土
交
通
省
の
有
識

者
検
討
会
が
、
輸
送
密
度
１
０
０

０
人
未
満
の
線
区
に
つ
い
て
は
存

続
を
含
め
て
議
論
し
、
国
が
鉄
道

事
業
者
や
地
元
自
治
体
を
含
め
た

協
議
会
を
設
け
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

国
労
は
基
本
的
に
「
鉄
路
を
維
持

し
な
が
ら
あ
く
ま
で
地
元
住
民
や

自
治
体
の
意
思
を
尊
重
し
た
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
を
目

指
す
」
と
い
う
態
度
で
臨
ん
で
い

る
。
盛
岡
地
本
は
当
該
線
区
を
多

く
抱
え
る
地
域
で
も
あ
り
、
行
政

や
制
度
に
関
す
る
課
題
に
な
ど
、

本
部
・
東
日
本
本
部
・
共
闘
の
仲

間
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事

侵
攻
し
て
始
ま
っ
た
戦
争
が
長
期

化
し
て
い
る
。
戦
争
で
一
番
の
犠

牲
に
な
る
の
は
普
通
に
暮
ら
し
て

い
る
人
々
で
あ
り
、
国
労
は
結
成

以
来
一
貫
し
て
戦
争
に
反
対
し
、

世
界
の
平
和
を
求
め
運
動
を
繋
い

で
き
た
。

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
安
倍

元
首
相
の
国
葬
問
題
、
旧
統
一
教

会
と
自
民
党
と
の
関
係
な
ど
憲
法

改
「
悪
」
の
疑
念
が
持
た
れ
て
い

る
。
岸
田
首
相
は
、
事
態
の
収
拾

に
向
け
て
何
一
つ
手
を
打
た
ず
こ

の
間
の
値
上
げ
、
物
価
高
に
よ
り

格
差
と
貧
困
は
ま
す
ま
す
拡
大
し

て
い
る
。
来
年
の
統
一
地
方
選
挙

で
は
、
地
方
か
ら
政
治
を
変
え
、

自
公
政
権
を
追
い
込
む
た
め
に
、
各

種
選
挙
勝
利
向
け
て
奮
闘
し
よ
う
。

　

「
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
」

の
確
立
と
、
国
労
盛
岡
地
方
本
部
に

結
集
す
る
組
合
員
・
家
族
が
一
丸
と

な
っ
て
組
織
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る

闘
い
に
全
力
を
あ
げ
て
闘
お
う
。

　

大
会
は
10
時
30
分
か
ら
佐
々
木

政
志
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
代
議
員
17
人
中
16
人
と
地

方
本
部
役
員
の
出
席
を
確
認
し
大

会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
。

大
会
議
長
に
川
田
琢
治
代
議
員

（
青
森
地
域
分
会
）
を
選
出
し
議
長

就
任
の
挨
拶
を
受
け
進
め
ら
れ
た
。

　

最
初
に
沢
田
光
広
執
行
委
員
長

が
地
方
執
行
委
員
会
を
代
表
し
挨

拶
（
別
掲
）
。
続
い
て
山
岸
伸
行

岩
手
県
交
運
労
協
議
長
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
か
ら
連
帯
と
激
励
の

挨
拶
を
戴
い
た
。
そ
の
後
、
及
川

孝
執
行
委
員
が
大
会
日
程
説
明
、

小
笠
原
勝
豊
執
行
委
員
が
大
会
期

日
延
期
承
認
を
提
案
・
承
認
さ
れ
、

佐
々
木
執
行
副
委
員
長
が
組
織
検

討
委
員
会
答
申
を
提
案
し
承
認
さ

れ
た
。
引
き
続
き
、
菊
池
要
悦
書

記
長
が
規
約
改
正
を
提
案
、
承
認

を
受
け
、
小
笠
原
執
行
委
員
が
選

挙
管
理
委
員
会
の
設
置
を
提
案
。

　

菊
池
書
記
長
が
協
約
・
協
定
の

締
結
を
提
案
・
承
認
さ
れ
、
沢
田

委
員
長
辞
任
に
伴
う
地
方
本
部
役

員
と
地
方
委
員
の
選
挙
告
示
を
千

葉
明
告
選
挙
管
理
委
員
長
（
一
関

地
域
分
会
）
が
行
い
、
菊
池
書
記

長
が
２
０
２
１
年
の
経
過
報
告
と

２
０
２
２
年
度
の
運
動
方
針
案
を

提
案
。
修
正
動
議
の
扱
い
を
及
川

執
行
委
員
が
説
明
し
昼
食
休
憩
に

入
っ
た
。

　

昼
食
後
、
来
賓
の
及
川
隆
浩
平

和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
、
千

葉
選
挙
管
理
委
員
長
が
佐
々
木
執

行
副
委
員
長
、
及
川
執
行
委
員
の

辞
任
に
伴
う
選
挙
再
告
示
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
小
笠
原
執
行
委
員

か
ら
２
０
２
１
年
度
決
算
報
告
が

提
案
・
承
認
さ
れ
佐
々
木
力
特
別

執
行
委
員
が
盛
岡
国
労
会
館
の
事

業
報
告
し
運
動
方
針
の
討
論
へ
と

進
ん
だ
。
方
針
で
は
５
人
が
発
言

（
別
掲
）
、
執
行
部
答
弁
・
書
記

長
集
約
（
裏
面
）
を
受
け
、
拍
手

で
原
案
通
り
採
択
し
方
針
が
確
立

さ
れ
た
。
次
に
小
笠
原
執
行
委
員

か
ら
の
２
０
２
２
年
度
予
算
案
提

案
・
承
認
さ
れ
組
織
検
討
委
員
会

の
設
置
も
確
認
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権

確
立
一
票
投
票
が
行
わ
れ
、
出
席

代
議
員
17
人
全
員
の
賛
成
で
確

立
。
そ
の
後
、
千
葉
選
挙
管
理
委

員
長
よ
り
執
行
委
員
長
、
執
行
副

委
員
長
、
地
方
委
員
が
定
数
通
り

の
立
候
補
で
無
投
票
の
選
出
が
報

告
さ
れ
た
。
退
任
の
沢
田
委
員
長

が
挨
拶
、
新
役
員
（
別
掲
）
の
佐

々
木
執
行
委
員
長
、
及
川
執
行
副

委
員
長
が
挨
拶
。
大
会
宣
言
を
小

笠
原
執
行
委
員
が
読
み
上
げ
て
提

案
・
採
択
。
川
田
議
長
の
退
任
挨

拶
後
、
及
川
執
行
副
委
員
長
が
議

長
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
閉
会
の
挨
拶
。

　

最
後
に
佐
々
木
新
執
行
委
員
長

の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三

唱
し
閉
会
し
た
。

　

地
方
本
部
は
10
月
８
日
、
第
78
回
定
期
地
方
大
会
を
盛
岡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
リ
リ
オ
で
関
係
者
約
40
人
の
参
加
で
開

催
し
た
。
今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
と
り
な
が
ら
３
年
振
り
に
来
賓
や
国
労
議
員
団
を
招
き
連
帯
の
挨
拶
を
戴
い
た
。

　

大
会
で
は
、
矢
継
ぎ
早
な
施
策
と
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
、
職
能
別
協
議
会
の
在
り
方
や
地
域
分
会
活
動
の
活
性
化

な
ど
５
人
の
代
議
員
（
特
別
代
議
員
含
む
）
が
発
言
し
た
。

　

そ
し
て
向
か
う
１
年
間
は
、
労
組
未
加
入
者
の
組
織
化
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
の
強
化
・
拡
大
は
も
と
よ
り
、
正
常
か
つ
健
全
な
労
使
関
係
の

確
立
、
労
働
条
件
改
善
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
平
和
と
民
主
主
義
・
国
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
課
題
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

今
大
会
で
の
沢
田
光
広
執
行
委
員
長
の
辞
任
を
受
け
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
佐
々
木
政
志
執
行
委
員
長
、
及
川
孝
執
行
副
委
員
長
を
選
出
し
た
。

川
田
議
長
（
青
森
地
域
分
会
）
で
進
行

組織拡大・労働条件の改善に取り組む
＝＝平和と民主主義を守り、政治課題の解決も強化＝＝

大会は川田議長（青森地域分会）を選出し進められた

第
78
回
定
期
地
方
大
会
／
盛
岡
市
・
リ
リ
オ

組
織
の
再
編
、
安
全
問
題
に
警
鐘

エ
ル
ダ
ー
、
職
場
実
態
な
ど
議
論

◇方針討論◇

＝＝
代
議
員
・
特
別
代
議
員
５
人
が
発
言
＝＝

　

方
針
討
論
で
は
５
人
の
代
議

員
・
特
別
代
議
員
が
発
言
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　

◇

◎
小
原
典
昭
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
青
森
地
域
分
会
）

▽
３
月
に
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
へ
。

入
換
ダ
イ
ヤ
が
前
日
に
決
定
す
る

な
ど
業
務
の
戸
惑
い
も
多
い
。

▽
青
森
運
輸
区
廃
止
に
伴
い
異
動

し
た
組
合
員
の
エ
ル
ダ
ー
提
示
先

が
弘
前
方
面
。
青
森
運
輸
区
廃
止
時

の
交
渉
経
緯
を
尊
重
さ
せ
る
べ
き
。

◎
菅
原
高
明
特
別
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
支
部
）

▽
盛
岡
支
部
休
止
に
向
け
議
論
を

し
て
き
た
。
支
部
休
止
以
降
、
三

地
域
分
会
の
活
動
の
活
性
化
が
重

要
に
な
る
。

▽
組
織
の
再
編
が
進
め
ら
れ
仕
事

の
や
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
。
若
手
社
員
の
退
職
も
あ
る
が

不
満
・
不
安
の
声
を
聞
き
組
織
拡

大
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
た
い
。

◎
大
西
信
行
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
地
域
分
会
）

▽
組
織
再
編
に
伴
い
盛
岡
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
に
出
向
に
な
っ
た
。
い

き
な
り
の
発
令
の
た
め
十
分
な
引

継
ぎ
も
出
来
な
か
っ
た
。
盛
岡
駅

改
修
工
事
が
あ
る
の
で
次
世
代
社

員
と
の
関
係
を
切
ら
さ
ず
交
流
し

て
い
く
。

▽
線
閉
責
任
者
等
の
資
格
を
持
っ

た
人
が
少
な
く
、
少
な
い
経
験
で

即
見
極
め
と
な
る
状
況
。
技
術
継

承
は
上
手
く
い
か
な
い
。

◎
小
野
寺
俊
彦
特
別
代
議
員

　
　
　
　
　
　
　
（
運
輸
協
議
会
）

▽
運
輸
協
・
運
転
協
の
統
合
に
つ

い
て
役
員
会
で
今
後
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
運
輸
協
と
し
て
三
分

科
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▽
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
著
し

い
。
体
の
不
自
由
な
方
の
ケ
ア
も


































小原典昭代議員
（青森地域分会）

菅原高明特別代議員
（盛岡支部）

大西信行代議員
（盛岡地域分会）

小野寺俊彦特別代議員
（運輸協議会）

浮中明代議員
（盛岡地域分会）

重
要
。Ｔ
Ｉ
Ｄ
画
面
で
出
発
信
号

機
の
現
示
が
さ
れ
ず
、
列
車
の
動

き
が
つ
か
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

◎
浮
中
明
代
議
員

　
　
　
　
　
　
（
盛
岡
地
域
分
会
）

▽
組
織
再
編
に
伴
い
テ
ム
ズ
盛
岡

Ｓ
Ｃ
に
出
向
に
な
っ
た
。
信
通
課
・

技
セ
が
一
体
と
な
り
仕
事
の
や
り

方
も
変
わ
っ
て
い
く
が
誰
に
業
務

の
引
継
ぎ
を
す
れ
ば
良
い
の
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
出
向
し
た
。

▽
設
備
技
セ
も
メ
セ
も
私
服
で
業

務
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が

更
衣
時
間
の
扱
い
に
つ
い
て
の
回

答
が
さ
れ
な
か
っ
た
。

▽
新
体
制
に
伴
い
過
半
数
代
表
者

選
挙
が
取
り
組
ま
れ
る
。
電
気
班

で
役
員
会
を
開
催
し
、
電
力
設
備

技
セ
で
は
国
労
か
ら
立
候
補
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。Ｐ
社
か

ら
も
若
手
社
員
と
の
関
わ
り
を
続

け
組
織
拡
大
に
結
び
つ
け
た
い
。
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業
務
の
融
合
化
に
伴
い
会
社

施
策
の
検
証
を
強
め
て
い
く

地
方
で
１
名
の
拡
大
に
向
け
全
力
を

書記長集約
（要旨）

【
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
、

「
安
全
・
安
定
」輸
送
確
立
の
闘
い
】

　

J
R
東
日
本
は
２
年
連
続
で

「
赤
字
決
算
」
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
・
統

括
セ
ン
タ
ー
や
設
備
技
術
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
業
務
の
融
合
化
を
推
し

進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
い

て
も
、
「
鉄
道
輸
送
を
基
軸
と
し

た
総
合
物
流
企
業
グ
ル
ー
プ
」
を

目
指
す
と
し
て
、
全
系
統
に
わ
た

る
合
理
化
・
効
率
化
施
策
が
進
め

ら
れ
る
中
、
会
社
の
将
来
展
望
に

失
望
し
、
若
年
退
職
を
選
ぶ
社
員

も
少
な
く
な
い
。
Ｊ
Ｒ
を
次
代
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
「
仕
事
総
点
検
運
動
」

「
安
全
総
点
検
運
動
」
を
取
り
組

み
、
会
社
施
策
を
検
証
す
る
中
か

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
職
協
・
地

域
分
会
と
の
連
携
を
強
め
て
行
く
。

【
２
０
２
３
春
闘
の
前
進
を
め
ざ

　

す
闘
い
】

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
経
営
状
況
の
悪
化
で
、
２

０
２
１
年
度
の
期
末
手
当
合
計
月

数
は
４
．０
ヶ
月
と
な
り
、
こ
の

２
年
間
で
２
．０
ヶ
月
分
（
60
万

円
以
上
）
の
減
収
と
な
っ
た
。
ま

た
、
２
０
２
１
春
闘
で
は
昇
給
係

数
が
半
減
し
、
い
ま
だ
そ
の
回
復

が
図
ら
れ
ず
、
Ｊ
Ｒ
採
用
社
員
に

と
っ
て
は
生
涯
賃
金
で
1
0
0
万

円
超
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
い
て
も
、
鉄

道
事
業
部
門
の
黒
字
化
達
成
で
も

社
員
へ
の
十
分
な
還
元
が
行
わ
れ

ず
、
社
員
・
家
族
に
犠
牲
を
強
い

る
経
営
施
策
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
春
闘
は
、
職
場
か
ら
労

働
組
合
の
「
顔
」
の
見
え
る
取
り

組
み
を
強
化
す
る
中
か
ら
組
織
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
】

　

８
割
が
グ
ル
ー
プ
会
社
・
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
へ
出
向
し
て
い
る
中

で
、
私
た
ち
が
い
ま
で
き
る
こ
と

は
、
社
員
の
声
を
掴
み
、
そ
れ
を

職
場
改
善
に
結
び
つ
け
る
べ
く
努

力
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
労
組
未
加
入
者
に
見
て
も
ら

う
こ
と
だ
と
考
え
る
。
本
部
方
針

で
掲
げ
た
エ
リ
ア
・
地
方
各
１
名
、

全
国
で
５
０
名
の
拡
大
に
向
け
地

方
で
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
。

全
組
合
員
が
「
当
事
者
意
識
」
を

持
つ
中
で
、
「
も
う
一
人
の
青
年
、

も
う
一
人
の
女
性
」
の
拡
大
に
全

力
を
挙
げ
よ
う
。

【
地
方
交
通
線
の
維
持
・
存
続
、

　

公
共
交
通
確
立
の
闘
い
】

　

東
北
地
方
は
２
０
４
０
年
ま
で

に
３
割
程
度
の
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
で
地
方
に
お
け
る
輸
送

モ
ー
ド
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
は
、

地
域
住
民
の
足
を
守
る
と
い
う
視

点
か
ら
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
盛

岡
地
本
管
内
す
べ
て
の
ロ
ー
カ
ル

線
が
対
象
線
区
で
あ
り
、
持
続
可

能
な
公
共
共
通
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
本
部
は
、
「
総
合
交
通
政

策
」
実
現
に
向
け
、
各
県
交
運
労

協
の
場
を
通
じ
、
取
り
組
み
を
強

め
て
行
く
。

【
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
】

　

岸
田
政
権
誕
生
か
ら
一
年
を
迎

え
た
。
安
倍
元
総
理
の
「
国
葬
」

と
、
自
民
党
と
旧
統
一
教
会
と
の

つ
な
が
り
で
、
支
持
率
は
大
き
く

低
下
し
て
い
る
。
昨
年
施
行
さ
れ

た
一
関
市
議
選
で
は
千
葉
信
吉
市

議
の
再
選
を
、
今
年
施
行
さ
れ
た

花
巻
市
議
選
は
阿
部
一
男
市
議
の

再
選
を
そ
れ
ぞ
れ

勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
た
。
来
年
は

４
年
に
一
度
の
統

一
地
方
選
挙
の
年

で
あ
る
。
国
政
に

お
け
る
護
憲
勢
力

を
拡
大
し
、
民
主

主
義
、
立
憲
主
義

に
立
っ
た
「
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守

る
」
政
治
を
取
り

戻
す
た
め
に
も

「
足
元
」
の
取
り

組
み
は
重
要
で
あ

る
。
地
方
本
部
は
、

平
和
環
境
岩
手
県

セ
ン
タ
ー
及
び
青

森
県
平
和
労
組
会
議
で
確
認
さ
れ

た
方
針
の
下
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

　

地
方
議
員
団
の
写
真
左
か
ら
千

葉
信
吉
一
関
市
議
会
議
員
、
山
﨑

道
夫
矢
巾
町
議
会
議
員
、
阿
部
一

男
花
巻
市
議
会
議
員
、
木
村
幸
弘

岩
手
県
議
会
議
員
が
大
会
に
参
加

し
た
。

　

（
髙
橋
伸
二
平
泉
町
議
会
議
員
、

星
あ
つ
子
北
上
市
議
会
議
員
、
斎

藤
憲
雄
前
青
森
市
議
会
議
員
は
所

用
に
よ
り
欠
席
）

　

各
議
員
は
、
自
治
体
・
議
会
で

の
取
り
組
み
や
選
挙
へ
の
謝
辞
と

協
力
要
請
等
を
述
べ
た
。
な
お
、

議
員
団
総
会
も
開
催
さ
れ
た
。

選
挙
へ
の
謝
辞
と
協
力
要
請

＝＝
議
員
団
４
人
が
参
加
＝＝

　

７
月
24
日
（
日
）
投
開
票
の
花
巻
市
議
会
議
員
選

挙
（
定
数
26
）
で
組
織
内
候
補
と
し
て
立
候
補
し
た

阿
部
一
男
氏
（
75
歳
）
社
会
民
主
党
公
認
が
２
０
２

１
票
を
獲
得
し
12
期
連
続
の
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。

北
上
地
域
分
会
の
組
合
員
を
中
心
と
す
る
取
り
組
み

に
よ
り
４
位
で
議
席
を
確
保
し
た
。

　

阿
部
氏
は
、
今
後
は
選
挙
戦
で
公
約
に
掲
げ
た
政

策
の
実
現
に
向
け
、
国
労
盛
岡
地
方
本
部
議
員
団
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

花巻市議会議員選挙
７月２４日投開票

阿
部 

一
男 

氏
（
社
会
民
主
党
）

２
０
２
１
票
獲
得
し
４
位
当
選

　

今
大
会
は
地
方
本
部
役
員
改
正

期
で
は
な
い
が
、
沢
田
光
広
執
行

委
員
長
の
辞
任
を
受
け
役
員
改
選

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
役
員
に

＝＝
沢
田
執
行
委
員
長
が
辞
任
＝＝

新
執
行
委
員
長
に

　
　
　

佐
々
木
政
志
氏
を
選
出

役員改選

新役員を代表して、佐々木政志執行委員長より挨拶

佐
々
木
政
志
執
行
委
員
長
、
及
川

孝
執
行
副
委
員
長
を
選
出
し
た
。

任
務
等
に
つ
い
て
は
国
労
盛
岡
速

報
版
10
月
31
日
付
け
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　

◇

【
新
執
行
体
制
】

▽
執
行
委
員
長　

佐
々
木
政
志

　

（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
盛
岡
運
転
営
業
所
）

▽
執
行
副
委
員
長　

及
川　

孝

　

（
盛
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

▽
書
記
長　

菊
池　

要
悦

　

（
盛
岡
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
）

▽
執
行
委
員　

小
笠
原
勝
豊

　

（
盛
岡
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
）

▽
会
計
監
査　

淡
路　

明
則

　

（
盛
岡
土
木
設
備
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▽
会
計
監
査　

沖
田　

司
男

　

（
八
戸
新
幹
線
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　

交
運
共
済
は
２
０
２
３
年
７
月
、

任
意
共
済
に
つ
い
て
〝
こ
く
み
ん

共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
〞
へ
契
約
移
転
と

な
る
。
１
月
に
送
付
予
定
の
契
約

移
転
関
係
書
類
を
必
ず
開
封
の
上
、

「
移
転
申
込
書
兼
解
約
届
」
を
確

実
に
提
出
す
る
こ
と
。
団
体
会
員

で
な
け
れ
ば
団
体
割
引
適
用
に
な

ら
な
い
た
め
「
鉄
道
退
職
者
の

会
」
へ
の
加
入
手
続
き
を
確
実
に

行
う
こ
と
。

交
運
共
済
か
ら

〝
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
〞
へ

２
０
２
３
年
７
月
契
約
移
転

　

大
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
地

方
本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
も
行
わ
れ
、
青
森
地
域
分
会
の

機
関
紙
「
あ
お
も
り
地
域
分
会
」

が
優
秀
賞
と
な
っ
た
。
青
森
地
域

分
会
は
、
最
新
情
勢
を
踏
ま
え
な

が
ら
月
１
回
の
発
行
を
目
指
し
て

い
る
。

「
あ
お
も
り
地
域
分
会
」

優
秀
賞 

２
０
２
１

　

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

機
関
紙

▽
青
森
運
輸
区
廃
止
時
の
交
渉
経

緯
尊
重
を
と
の
意
見
に
つ
い
て
は

真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
会
社
側
へ
投
げ

掛
け
て
い
き
た
い
。

▽
津
軽
線
・
蟹
田
〜
三
厩
間
の
問

題
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
地
域
住
民

の
声
、
自
治
体
の
思
い
が
ど
う
な

の
か
が
重
要
と
考
え
る
。
地
域
住

民
の
声
に
沿
う
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

▽
分
会
活
動
の
活
性
化
は
こ
れ
ま

で
も
提
起
し
て
き
た
。
盛
岡
支
部

休
止
以
降
、
地
域
分
会
の
運
動
が

執
行
部
の
答
弁

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
組
織
強
化

の
面
か
ら
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
取

り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

▽
組
織
再
編
か
ら
出
向
職
場
へ
異

動
し
た
発
言
も
あ
っ
た
。
ぜ
ひ
出

向
先
と
Ｊ
Ｒ
職
場
と
の
関
係
が
あ

る
職
場
な
の
で
、
若
手
社
員
と
の

関
係
を
切
ら
さ
ず
継
続
し
て
交
流

し
て
ほ
し
い
。

▽
過
半
数
代
表
者
選
挙
の
取
り
組

み
は
、
代
表
者
に
な
る
こ
と
が
最

終
目
的
で
は
な
く
労
基
法
や
労
安

法
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
労
働

組
合
を
意
識
し
、
そ
の
先
の
国
労

加
入
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
積

極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

来
賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
来
賓
】
（
挨
拶
・
紹
介
順
）

山
岸
伸
行
岩
手
県
交
運
労
協
議
長
、

吉
田
和
弘
交
運
共
済
盛
岡
統
括
事

業
部
事
業
推
進
部
長
、
武
田
幸
喜

東
日
本
本
部
書
記
長
、
国
労
議
員

団
（
木
村
幸
弘
岩
手
県
議
会
議
員
、

千
葉
信
吉
一
関
市
議
会
議
員
、
阿

部
一
男
花
巻
市
議
会
議
員
、
山
﨑

道
夫
矢
巾
町
議
会
議
員
）
松
山
剣

司
鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡
地
方
連

合
会
会
長
、
北
上
洋
子
地
方
本
部

家
族
会
会
長

　
　
　
　
　
　

◇

【
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
（
順
不
動
）

自
治
労
岩
手
県
本
部
、
岩
手
県
教

職
員
組
合
、
岩
手
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
、
岩
手
県
交
通
労
働
組

合
、
全
自
交
岩
手
地
方
本
部
、
全

農
林
労
働
組
合
岩
手
県
協
議
会
、

全
水
道
盛
岡
水
道
労
働
組
合
、
全

国
林
野
関
連
労
働
組
合
東
北
地
方

本
部
岩
手
県
協
議
会
、
東
北
労
働

金
庫
労
働
組
合
岩
手
県
支
部
、
全

労
済
労
働
組
合
北
海
道
・
東
北
支

部
岩
手
分
会
、
岩
手
県
教
育
委
員

会
事
務
局
職
員
組
合
、
全
日
本
運

輸
産
業
労
働
組
合
岩
手
県
連
合
会
、

立
憲
民
主
党
岩
手
県
総
支
部
連
合

会
、
社
民
党
岩
手
県
連
合
、
日
本

共
産
党
岩
手
県
委
員
会
、
東
北
労

働
金
庫
岩
手
県
本
部
、
こ
く
み
ん

共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
岩
手
推
進
本
部
、

一
般
社
団
法
人
ハ
ピ
ネ
ス
共
済
会
、

国
労
議
員
団
（
星
あ
つ
子
北
上
市

議
会
議
員
、
髙
橋
伸
二
平
泉
町
議

会
議
員
）
国
労
関
係
（
東
北
協
議

会
、
仙
台
、
秋
田
、
東
京
、
水
戸
、

長
野
、
千
葉
、
高
崎
、
新
潟
）

期間：2022年11月1日 火 ▶12月31日 土


